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―― 安心の提供と震災からの早期復興のために ――
いわき地域復興センターは、 「いわき明星大学と東日本国際大学」 が連携して、 いわき地域に対する震災復興活動を行う

拠点として設立されました。 「福島県いわき地域の大学連携による震災復興プロジェクト」 をテーマとして、 両大学が持つい

わき地域の魅力の再生に直結する専門性を提供することで、 震災からの早期復興を目指します。

Ⅰ 放射線・放射能測定及び軽減に関する研究事業　    Ⅱ  震災記録の保存事業　
Ⅲ 被災地の情報発信による観光まちづくり事業　       Ⅳ  被災障がい者自立支援促進事業

【事業の４つの柱】

～ 春の食品放射能検査結果 特集 ～
4月から6月の間で、注目度の高かった品目の情報をピックアップしてお知らせいたします。
いわき地域復興センターでは、 昨年４月の開所以来、 各種放射能検査を行っております。 今回は、 当センターで

依頼の多かった品目について、 結果を昨年と比較して下表にまとめました。

平成 24 年度 (当センター取扱分 )

期　　間：4月 20 日 * ～６月 30 日
総検体数：216 件
種　　類：53 品目

期　　間：4月 1日～６月 30 日
総検体数：181 件
種　　類：41 品目

平成 25 年度 (当センター取扱分 )

【当センターで依頼の多かった品目の測定結果】

【その他の放射性セシウムが検出された品目】 ※(　) 内は検出数

タラの芽（4）、ワラビ（2）、ゼンマイ（1）、

ビワの葉（1）、ハチク（2）、干しシイタケ（1）、

梅干し（2）、ホウ葉（1）、カジメ（1）

ユズ（2）、ハチク（1）、ホシガキ（1）、レタス（1）、

カシワノ葉（1）

いわき市による自家消費作物等の検査開始日*

～いわき市全体で検体数の特に多かったタケノコ・シイタケについては、地域ごとに状況が分かるよう、
地図上に棒グラフで表し、裏面に掲載いたします～

※赤字は、平成 24 年・25 年に共通して依頼数の多かった品目
※平成 24 年度の並びは、品目名を平成 25 年度に揃え、その他は総検体数降順

品目名 総検体数 Cs検出数
(20Bq/kg以上)

Cｓ最大値

(Bq/kg)

Cｓ平均値

(Bq/kg)

ウメ 48 11 102 30.4

タケノコ 44 34 286 73.1

タマネギ 10 0 0 -

フキ 9 0 0 -

ワラビ 7 3 109 98.0

シイタケ 6 6 492 251.8

ジャガイモ 6 0 0 -

ゼンマイ 3 2 60 42.5

タラノメ 4 3 235 164.3

ニラ 4 0 0 -

米 3 0 0 -

ダイコン 3 0 0 -

品目名 総検体数 Cs検出数
(20Bq/kg以上)

Cｓ最大値

(Bq/kg)

Cｓ平均値

(Bq/kg)

ウメ 13 4 92 58.0

タケノコ 26 21 348 130.0

タマネギ 20 0 0 -

フキ 16 1 68 68.0

ネギ 10 0 0 -

シイタケ 8 7 1403 516.7

ジャガイモ 16 1 0 0.0

キャベツ 6 0 0 -

アスパラガス 5 0 0 -

ニラ 7 0 0 -

米 18 0 0 -

ダイコン 6 0 0 -

※Cs＝セシウム
　(ここでは、放射性セシウム 134 と 137)



● 過去の情報やセンターの詳しい活動内容は HP をご覧ください。 ●

■ 小名浜港で水揚げされた魚を検査しています ■
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この春、 いわき市全体で検体数の特に多かったタケノコ・シイタケについて、 いわき市の地域ごとに状況が分かるよう、

地図上に棒グラフで表しました。 尚、 集計には平成 25年 4月 1日～ 5月 31 日に測定されたいわき市全体の検

査結果を使用しております。

タケノコ シイタケ

♠　当センターでは、放射能検査の結果を皆さまにわかりやすくお知らせできるよう、今回の地図のように工夫して掲示する取り組みを
行っています。また、震災復興関連の資料や検査結果の一覧など、ゆっくりと閲覧できるスペースもございます。その他、配布資料や
貸し出し資料もご用意しております。ぜひお気軽にお立ち寄りください。

～ 春の食品放射能検査結果 特集② タケノコ・シイタケ ～

いわき地域復興センターでは、小名浜水産加工業協同組合さん
より依頼を受け、小名浜港で水揚げされた魚の一部について、
放射能検査を行っています。検査は、いわき明星大学環境放射
線測定室にて行われます。
今回は、カツオの検査のようすをご紹介いたします。尚、測定
結果は Cs-134・Cs-137 ともに検出限界値 (10Bq/kg) 未満でした。

① ②

③ ④

①業者さんからカツオを　
　受け取るようす

②カツオを適当な大きさに
　カットします
③フードプロセッサーで　
　ミンチ状にし、検査容器
　内に敷き詰めます

④検査には、ヨウ化ナトリ
　ウムシンチレーション検
　出器を使用します

いわき地域復興センターでは、一般の方・事業者の方を対象に、各種放射能
検査を行っています。お気軽にお問い合わせください。

※Cs＝セシウム (ここでは、放射性セシウム 134 と放射性セシウム 137 を意味する )

※Cs 検出数は、放射性 Cs 濃度が 20Bq/kg 以上あった検体数


